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ほぼ、
電気。
世界の再生マネー、2026年上半期。
44件・56.8億ドルの98%が、電気をつくる会社に流れた。
核融合／原子炉／地熱／蓄電池
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R E G E N  R E P O R T はじめに

この号は、海外の
スタートアップを数えました。

このレポートは、ランキングでも格付けでもありません。2026年の上半期、世界で「人と自然を回復する事

業」にどんなお金が向かったのか。その風景を一枚の地図にしたものです。

7月に出した国内版（Startup Edition）では、日本の566件から59件の「再生」を数えました。同じ半年、海外

はどうだったのか。毎朝ひろってきた海外のニュース589件に、同じ物差しを当ててみました。それがこの号

です。

ひとつだけ断っておきます。数字は、わたしたちがこの半年に観測できた範囲のものです。網羅ではありま

せん。 英語圏と中国語圏のメディアの見出しに頼っているので、欧州・インド・東南アジア・アフリカは薄い。

そして何を「再生」と数えたかは、わたしたちの基準です（次のページに書きました）。

そのうえで見えた風景は、日本とまるで違いました。日本の再生マネーが7本の小川に分かれて流れていた

のに対して、海外は1本の大河に集まっていた。大河の名前は「電気」。この号の表紙はそこから来ています。

むずかしい話にはしていません。数字の細かいところや、数え方の裏側は、各ページの下と巻末の「玄人の

棚」に寄せました。まずは絵として眺めて、気になった一社があれば、そこから先に進んでもらえたら。目録

は、出会いのための地図です。

2026年9月　REGEN Report 編集部
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R E G E N  R E P O R T このレポートの数え方

何を「再生」と数えたか

数えたもの 2026年1〜6月に海外で公表された589件（資金調達485・IPO 39・ファンド組成28ほか）のうち、事業そのものが

「人か自然の回復」に向かっているもの。「環境負荷を減らす」だけでは数えていません。減らす（サステナブル）では

なく、増やす・戻す（リジェネラティブ）に軸足があるかで見ています。

7つの川 気候・エネルギー／循環／食・農／自然・生物多様性／ウェルビーイング／人的資本／地域・コミュニティ。国内

版と同じ7つです。1社が複数にまたがる場合は両方に数えています。

原子力について 今号は核融合だけでなく核分裂の原子炉も「気候・エネルギー」に含めました。国内版で核融合を含めた以上、海

外で大型に並ぶ原子炉だけ外すと風景が歪むと判断したためです。賛否があるのは承知のうえで、含めたことを開

示します。

数えなかったもの 脳とつなぐ技術（BCI）・外骨格・睡眠計測など「人の回復か、拡張か」を判定しきれなかった40件は、今号は数えて

いません（巻末に名前を載せています）。AI基盤・SaaS・防衛・宇宙・乗用の自動運転も対象外です。

母数と重複 同じ会社の複数ラウンドは、区分（資金調達／IPO／ファンド組成）ごとに最大額の1行にまとめました。46行→44

件。

金額 米ドル。円・元・ユーロの公表は1ドル＝150円、1元＝0.139ドル、1ユーロ＝1.08ドルで換算。記事が「数億元」のよ

うな幅でしか書いていない中国の8社は金額なしとし、合計には入れていません。だから合計は実際より少なめで

す。

情報源 英語圏のテックメディア、中国語圏のスタートアップメディア、各社のプレスリリース。毎朝の目視で拾ったもので、悉

皆調査ではありません。

免責 信頼できると判断した情報源に基づいて作成していますが、正確性・完全性を保証するものではありません。投資

の勧誘や推奨を意図したものではありません。

引用・転載 出典として「REGEN Report 2026 上半期｜Global Startup Edition（MQRI）」と明記していただければ、図表・数字

の引用は自由です。
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R E G E N  R E P O R T 0 1  総括

ほぼ、電気。
まず、この半年の風景を数字で。

観測した案件

589件

2026年1〜6月・海外

再生に向かう

44件

7.5%（国内は10.4%）

金額判明 3 4件の合計

56.8億ドル

約8,519億円・国内の約44倍

13件に1件。日本の10件に1件より、川はさらに細い。ところが金額は桁が違います。56.8億ドルは、国内版

で数えた191.9億円の44倍。そしてその98%が、たったひとつの川に流れました。電気をつくる会社です。

なぜ電気なのか。答えはデータセンターです。AIが電気を欲しがり、その電気を「新しい方法でつくる」会社

に、お金が一気に集まった。核融合、原子炉、地熱、蓄電池。日本で最大だった核融合Helical Fusionの27

億円は、この大河では上位20社にも入りません。

そして、この大河は上半期のうちに「出口」まで届きました。再生を事業にする会社が2社、ナスダックに上

場したのです。

NASDAQ: FRVO ／  地熱

Fervo Energy

13億ドル（最大）

シェールガスの掘削技術を地熱に転用し、地面の熱で発電する。5
月、最大13億ドルのIPOを申請。想定評価額は最大65億ドル。

NASDAQ: XE ／  原子炉

X-energy

10億ドル

80メガワットの小型モジュール炉。Amazonと「2039年までに5ギガ
ワット」の供給契約。4月、公開価格23ドル（当初レンジ16〜19ドル
を上回る）で10億ドルを調達。

国内版でわたしたちは「再生は、上場する。」と書きました。海外では、その先の光景が先に見えていました。

再生は、電気になって上場する。
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R E G E N  R E P O R T 0 2  R E G E Nマップ

7本の川、
1本だけが大河。
海外で観測した589件を、国内版と同じ7つの川で数えました。日本では7本の小川に分かれて流れてい

たお金が、海外では1本に集まっています。

観測

589件

再生に向かう

44件・7.5%

合計（判明 3 4件）

56.8億ドル

気候・エネルギー
32件

55.7億ドル・98%

循環
7件

90百万ドル

自然・生物多様性
3件

34百万ドル

食・農
2件

14百万ドル

ウェルビーイング
1件

15百万ドル

人的資本
0件

記録に現れず

地域・コミュニティ
0件

記録に現れず

大河の名前は「電気」。日本で件数2位だった「地域」と、細い川だった「人的資本」は、海外の記録には一滴も現れま

せんでした。地域や人の再生は、英語や中国語のニュースの見出しになりにくい。これは海外に無いというより、わた

したちの観測の限界です。
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R E G E N  R E P O R T 0 2  R E G E Nマップ

いつ、どの形で
件数の山は2月、金額の山は4月と5月。金額の山は、ほぼ上場と原子炉でできています。

区分でみると、資金調達だけでなくIPOとファンド組成にも再生が現れました。国内版には無かった風景

です。

区分 件数金額判明 合計中身

資金調達 36 28 27.9億ドル Inertia 4.5億／Blue Energy 3.8億／EnerVenue 3.2億／Focused Energy 2.4億／Lunar 2.3億／Spiro 2.15億…

IPO 4 2 23億ドル Fervo（地熱・13億）／X-energy（原子炉・10億）／清陶能源（全固体電池・香港・額非開示）／FJ Dynamics（農業ロ
ボ・香港へ）

ファンド

組成

4 4 5.9億ドル Gigascale（気候・2.5億・Meta元CTO）／2150（都市×気候・2.1億ユーロ・デンマーク）／Convective（気候災害への
耐性・0.85億）／Superorganism（生物多様性・0.26億）

中央値は約73百万ドル（約110億円）。日本で「大型」と呼ばれる規模が、海外の再生マネーではまんなかです。

4.9

1月・8件

11.6

2月・14件

1.2

3月・6件

17

4月・4件

14.9

5月・6件

7.3

6月・6件

玄人の棚　月は公表日または報道日。2月14件のうち金額判明は9件。4月の山＝X-energy IPO 10億＋Blue Energy 3.8億＋EnerVenue 3.2億。5月＝Fervo IPO 13億。ファンド組成
は「VC・投資会社自身の調達」を含む。
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R E G E N  R E P O R T 0 3  注目 1 0社

何を回復し、誰が張ったか 01–02

選んだのは、大きい川から細い川まで、5つの川を全部渡るように。金額の順ではありません。「僕が惹か

れた点」だけは、編集長の一人称で書いています。

01
気候・エネルギー  ／  核融合

Inertia
アメリカ・シリーズA

4.5億ドル Bessemer主導・GV参加

レーザー核融合。1,000本のレーザーを毎秒10回、4.5ミリの燃料

ペレットに当てて発電する。国立点火施設（NIF）の方式を、ペレッ

ト1個1ドル未満で量産できる形に組み直す。2030年に商用発電

所の建設開始が目標。

誰が張ったか

Bessemer Venture Partners（リード）、Alphabet傘下のGV、Modern
Capital、Threshold Ventures

創業

Jeff Lawson（Twilio共同創業者）・Annie Kritcher（NIF実験責任者）・Mike
Dunne（スタンフォード大）

創業者はTwilioを共同創業したJeff Lawson。ソフトウェアで世界

を変えた人が、次に選んだのが「太陽と同じ火を地上でつくる」仕

事だった。ソフトの人が電気に来た、その象徴として。

02
気候・エネルギー  ／  原子炉

Blue Energy
アメリカ

3.8億ドル エクイティ＋デット・VXI Capital主導

従来型の軽水炉を「造船所」でつくり、船のように運ぶ。原子力潜

水艦の造り方を発電所に持ち込む発想で、現場ごとに建てるより

早く安くする。テキサスで1.5ギガワット、2026年後半に着工予

定。

誰が張ったか

VXI Capital（リード）、At One Ventures、Engine Ventures、Tamarack
Global

創業

Jake Jurewicz（共同創業者・CEO）

今号で「原子力を含む」と決めた、その顔になる一社。原子炉を量

産品にするという発想の大胆さと、一方で残る賛否の両方を、こ

の一枚に置いておきたい。
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R E G E N  R E P O R T 0 3  注目 1 0社

03
気候・エネルギー  ／  家庭

Lunar Energy
アメリカ

2.3億ドル シリーズC＋D・累計5億ドル超

家の中のバッテリーで、電力網を支える。カリフォルニア・ジョージ

ア・ワシントンの住宅にバッテリーを置き、仮想発電所（VPP）のソ

フトで束ねて、ピーク時には送電網に電気を返す。年末までに2万

台、2028年末に10万台へ。

誰が張ったか

Activate Capital（シリーズC）、B Capital・Prelude Ventures（シリーズD）

巨大電源の対極。一軒一軒が小さな発電所になって、汚れたピー

ク電源の代わりをする。大河の中にも「小川の思想」があるのが面

白い。

04
気候・エネルギー  ／  アフリカ

Spiro
ベナン・トーゴ拠点

2.15億ドル Impact Fund Denmark・Equitane・FEDA

アフリカ7か国（ケニア・ルワンダ・ウガンダ・トーゴ・ベナン・ナイ

ジェリア・カメルーン）で電動バイクとバッテリー交換網を展開。バ

イク10万台超、交換ステーション2,500か所超、交換回数3,000万

回超。「移動の費用を最大40%減らす」。

誰が張ったか

Impact Fund Denmark、Equitane（親会社・創業者Gagan Gupta）、FEDA

再生マネーが欧米中の外に届いた、この半年で唯一の記録。

3,000万回のバッテリー交換という数字は、毎日の暮らしの中で回

っている再生の回数そのもの。
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R E G E N  R E P O R T 0 3  注目 1 0社

05
循環  ×  気候  ／  E V電池の第二の人生

Moment Energy
カナダ・シリーズB

4,000万ドル Evok Innovations主導・累計1億ドル超

使い終わったEVのバッテリーを、送電網向けの蓄電池として生ま

れ変わらせる。電池の管理ソフトを自社のものに載せ替え、メーカ

ーが違っても束ねられる。メルセデス・ベンツ、日産と供給契約。テ

キサスでギガワット級の工場を建設中。

誰が張ったか

Evok Innovations（リード）、Amazon Climate Pledge Fund、In-Q-Tel、

Liberty Mutual、W23

循環と気候、二つの川が合流する一社。「無限の電力需要」という

言葉が記事に出てくるが、その需要を「捨てるはずだったもの」で

満たそうとしている。

06
循環  ／  リサイクルA I

弓葉科技（Databeyond）
中国・杭州

未判明 記事は「数億元」・琥珀資本主導

AIとセンサーで資源ごみを見分ける分別機。260種類以上の材質

に対応し、混紡の布まで光で選別する「FASTSORT-TEXTILE」

は、TIME誌「The Best Inventions of 2025」のリサイクル部門に

選ばれた唯一のハイテク企業。中東・南米・日本・欧米に販売。

誰が張ったか

琥珀資本（Ambrum Capital・リード）、盛趣資本

ごみの山をカメラで見分ける。地味に見えて、循環の入口は「分け

ること」から始まる。中国の細い川の代表として。

R E G E N  R E P O R T  2 0 2 6 H 1  ／  G L O B A L  S TA R T U P  E D I T I O N 1 0



R E G E N  R E P O R T 0 3  注目 1 0社

07
気候・エネルギー  ／  炭素除去

Varaha
インド・シリーズB

2,000万ドル WestBridge主導・ラウンド全体は4,500万ドル

再生農業・アグロフォレストリー・バイオ炭・風化促進の4つで炭

素を土に戻す。約17万戸の小規模農家と組み、14のプロジェクト

で200万トンのCO2を除去。クレジットはGoogleやMicrosoftが長

期契約で買う。

誰が張ったか

WestBridge Capital（リード・同社初の気候投資）、RTP Global、Omnivore

お金の向きが北から南へ。17万戸の農家という数字は、再生が

「農家の副収入」として日々の暮らしに入っていることを示してい

る。

08
自然・生物多様性  ／  ファンド

Superorganism
アメリカ・1号ファンド

2,590万ドル チェック25〜50万ドル・利益の10%を保全に寄付

生物多様性だけに張る、初めてのVC。「キャップテーブルの保全主

義者」を名乗る。投資先はSpoor（AIで鳥の動きを追い、風力発電

と野鳥保護を両立）、Inversa（侵略的外来種を革製品に）など20

社。約35社を目指す。

誰が張ったか

LP＝Cisco財団、AMB Holdings、Builders Vision、a16zのJeff Jordanほ

か

「自然」の川に、初めてファンドが立った記録。金額は小さいが、川

が生まれる瞬間はいつも小さい。
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R E G E N  R E P O R T 0 3  注目 1 0社

09
ウェルビーイング  ／  介護

卓益得机器人（DroidUp）
中国・上海・プレシリーズA

約1億元 約22億円・上海浦東引領区投資中心 主導

人間そっくりの人型ロボット「Moya」と汎用型「行者三号」。調達

資金は高齢者の療養・介護市場へ。付き添い・見守り・メンタルケ

アに応える。感情を高精度に読み取る「DroidSoul」を核にする。

誰が張ったか

上海浦東引領区投資中心、上海張江科技創業投資（主導）

海外で唯一「人の回復」に数えた一社。ロボットが人の孤独に触れ

ようとしている。良いことなのか、まだ分からない。だからこそ目録

に置く。

10
食・農  ／  農業ロボット

覚物科技（Percisphere）
中国・深圳・プレシリーズA

1億元余り 約22億円・日初資本 主導

純電動・全地形の農業ロボット。大規模農場向け「鶴出T3000」は

噴霧幅20メートル、18台のカメラと111個のノズルで、作物の生

育に合わせて薬剤の量を変える。果樹園の病虫害防除率は手作

業より40%向上。新疆で5年かけて磨いた。

誰が張ったか

日初資本（リード）、安克創新（Anker Innovations）ほか

「食・農」の川で、この半年に金額が分かった唯一の資金調達。畑

を走る電気の機械という意味で、これも大河の支流かもしれない。
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R E G E N  R E P O R T 0 4  誰が張っているか

見出しに出た、名前たち
海外の記録には、株主の一覧がありません。だからここは「見出しに名前が出た人と会社」だけ。それで

も、誰が電気に張っているかは、はっきり見えます。

Amazon X-energy

「2039年までに5ギガワット」の核電力を買う契約。データセンタ

ーの側から原子炉に張った最大の名前。

Bill Gates Type One Energy

テネシー発の核融合炉に。ゲイツ氏の原子力への張りは10年以

上続いている。

Bessemer ／ GV Inertia

Twilio創業者の核融合に、老舗VCとGoogleの投資部門が4.5億

ドル。

Meta元CTO Mike Schroepfer Gigascale

2.5億ドルの気候ファンドを組成。「多くの人が右へ進む中で」と記

事は書いた。

2150 デンマーク

都市と気候に張るVCが2.1億ユーロ。欧州の再生マネーは「都

市」の言葉で語られる。

Amazon Climate Pledge Fund ／ In-Q-
Tel Moment Energy

Amazonの気候ファンドと、CIA系のIn-Q-Telが同じ電池の再利用

に。

Impact Fund Denmark Spiro

アフリカの電動バイクに、デンマークのインパクトファンド。北欧の

再生マネーがアフリカへ。

Vertex ／ 琥珀資本 ／ 日初資本 世航智能・弓葉科

技・覚物科技

中国の細い川（海洋ロボ・リサイクルAI・農業ロボ）に張っているの

は、中国のVC。金額は「数億元」としか出ない。

日本の国内版では、脱炭素化支援機構や地域金融が主役でした。海外の主役はデータセンターを持つ会社と、そ

のCTOたち。電気を欲しがる人が、電気をつくる人にお金を渡している。
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R E G E N  R E P O R T 0 5  国別

アメリカの大河、中国の水路
アメリカ18件で金額の8割。中国15件はほとんどが金額非開示。それ以外の国は1〜2件ずつ。この偏り

は半分が現実で、半分がわたしたちの観測の偏りです。

アメリカ　18件 45.5億ドル

ドイツ　1件 2.4億ドル

デンマーク　1件 2.3億ドル

アフリカ（ベナン・トーゴ拠点）　1件 2.1億ドル

中国　15件 2.1億ドル

インド　2件 80百万ドル

イギリス　1件 75百万ドル

カナダ　1件 40百万ドル

インドネシア　1件 25百万ドル

ノルウェー　1件 16百万ドル

ベトナム　1件 1百万ドル

シンガポール　1件 1百万ドル

アメリカは電気の大河。核融合3社、原子炉3社、地熱2

社、蓄電3社、送電網2社。

中国は細い水路がたくさん。全固体電池3社、液体金属

電池、リサイクルAI、廃棄物AI、生分解プラ、海洋ロボ、農

業ロボ、介護ロボ、水素eVTOL。件数では引けを取らな

いのに、記事は「数億元」としか書かない。

そしてアフリカ1件、インド2件、東南アジア3件。Spiro、

Varaha、SolarSquare、Zeno、SmartSolar、Amplicity。南

の再生マネーは、電気の「使う側」に近い。

玄人の棚　国は本社所在地。Spiroはベナン・トーゴ拠点（親会社Equitane）。2150はコペンハーゲン。Photoncycleはノルウェー。中国15件のうち金額判明は3件のみ。
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R E G E N  R E P O R T 0 6  I P O・ファンド組成

再生は、海外でも上場した
国内版では7月の2社の上場を「市場の答え」と書きました。海外では上半期のうちに、地熱と原子炉がナ

スダックに届き、香港には電池と農業ロボが向かっています。

I P O

企業 国 調達額日付

Fervo Energy
地熱エネルギーによる発電事業の開発

アメリカ 13億ドル 2026-05-07

X-energy
小型モジュール原子炉による発電事業の開発

アメリカ 10億ドル 2026-04-25

清陶

全固体電池の研究開発と量産（香港上場へ）

中国 未判明 2026-04-14

豊疆智能

既存の農機を自動運転化する農業ロボット（香港IPOへ）
中国 未判明 2026-01-14

ファンド組成

ファンド 国 規模日付

Gigascale
気候変動対策テクノロジー領域に投資するVCファンドの運営

アメリカ 2.5億ドル 2026-06-02

2150
都市・気候テック分野に投資するVCファンドの運用

デンマーク 2.3億ドル 2026-01-27

Convective Capital
気候変動による災害への耐性強化に投資するファンドの運営

アメリカ 85百万ドル 2026-05-23

Superorganism
生物多様性関連スタートアップへの投資ファンドの運営

アメリカ 25百万ドル 2026-01-14

X-energyは公開価格23ドル、当初レンジの16〜19ドルを大きく上回りました。Fervoは想定評価額65億ドル。再生

を事業にする会社に、市場が値をつけた。それが日本より数か月早く、桁も違う形で起きた半年でした。
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R E G E N  R E P O R T 0 7  読みどころ

日本の位置

一 7本の小川と、1本の大河
日本の再生マネーは、気候21・地域17・食農10・自然9・ウェルビーイング8・循環2・人的資本1と、7本に分かれて流

れていました。海外は32件が「電気」。地域と人的資本はゼロ。どちらが良いという話ではなく、日本の再生は「暮ら

し」の側から、海外の再生は「電源」の側から始まっている。同じ言葉で違う風景を指している。

二 44倍の正体
約8,519億円と191.9億円。この差のほとんどは、上場2社（23億ドル）と原子炉・核融合（約15億ドル）でできていま

す。それを除くと、海外の「ふつうの再生スタートアップ」の中央値は数千万ドル。日本の大型案件と同じ桁です。桁が

違うのは電気だけ。裏を返せば、電気以外の川では、日本はそれほど遅れていない。

三 電気が欲しい人が、電気をつくる人に払う

この半年の海外の再生マネーは、環境のためというより、AIのために動きました。Amazonが原子炉に、Googleの投

資部門が核融合に、Meta元CTOが気候ファンドに。動機は何であれ、お金は再生可能な電源に流れ、それが上場ま

で届いた。日本のデータセンター需要も同じ道をたどるなら、次に大河ができる場所は見えています。

玄人の棚　国内の数字は「REGEN Report 2026 上半期｜Startup Edition」（2026-07-31・59件・191.9億円）。校了後の追補4社を含めると63件・283億円で、その場合の倍率は約
30倍。海外の中央値73百万ドルは金額判明34件の値。
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R E G E N  R E P O R T 0 8  関わり方

目録から、出会いへ
カタログではなく目録。だから最後に、関わり方を添えます。海外の会社に「応援」は届きにくい。でも、で

きることはあります。

1 一社だけ、追いかける

44社のうち、気になった一社の名前を覚えて帰ってください。半年後、その会社がどうなったかを一緒に見ましょう。次号

で追記します。

2 日本の川と、つなぐ

Moment Energyが日産と組んだように、海外の再生は日本の会社と組みたがっています。電池、農機、海洋、介護。日本

側の一社を知っていたら、この目録を渡してください。

3 張る人になる

Superorganismの1号ファンドは2,590万ドル。日本円で40億円足らず。生物多様性の川は、まだそのくらいの大きさから

始められます。大河でなく、小川に張る人が要ります。

4 数え方に、口を出す

原子力を含めたこと、脳とつなぐ技術を数えなかったこと。この号の判断に異論があれば、それがいちばんの贈り物です。

次号の数え方に反映します。

5 国内版と並べて読む

「REGEN Report 2026 上半期｜Startup Edition」は mqri.or.jp/regen-report から。日本の7本の小川と、海外の1本の大

河を、同じ机に置いてみてください。

44
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R E G E N  R E P O R T 全目録

全目録 ─ 44件
金額順。順位はつけません。これは、目録です。

企業 国 川 区分 金額何をしているか

Fervo Energy アメリカ 気候・エネルギー IPO 13億ドル 地熱エネルギーによる発電事業の開発

X-energy アメリカ 気候・エネルギー IPO 10億ドル 小型モジュール原子炉による発電事業の開発

Inertia Enterprises アメリカ 気候・エネルギー 資金調達 4.5億ドル グリッド接続向け核融合発電プラントの研究開発・実証

Blue Energy アメリカ 気候・エネルギー 資金調達 3.8億ドル 造船所内に設置する送電網規模の原子力発電所の開発・建

EnerVenue アメリカ 気候・エネルギー 資金調達 3.2億ドル ニッケル水素蓄電池の開発・製造、中国拠点で量産を行う

Gigascale アメリカ 気候・エネルギー ファンド組成 2.5億ドル 気候変動対策テクノロジー領域に投資するVCファンドの

Focused Energy ドイツ 気候・エネルギー 資金調達 2.4億ドル レーザー駆動方式による核融合発電炉の研究開発を行う企

Lunar Energy アメリカ 気候・エネルギー 資金調達 2.3億ドル 電力系統を支える家庭用バッテリーシステムの開発・普及

2150 デンマーク 気候・エネルギー ファンド組成 2.3億ドル 都市・気候テック分野に投資するVCファンドの運用

スピロ アフリカ（ベナン・トーゴ拠点） 気候・エネルギー 資金調達 2.1億ドル アフリカ全土で電動バイクとバッテリー交換インフラを展

Standard Nuclear アメリカ 気候・エネルギー 資金調達 1.4億ドル 原子力発電向け技術の開発

Heron Power アメリカ 気候・エネルギー 資金調達 1.4億ドル 送電網向け電力変換技術の開発

葦渡科技 中国 気候・エネルギー 資金調達 1億ドル 米欧中で型式認証を取得した大型EVトラックの開発製造

Type One Energy アメリカ 気候・エネルギー 資金調達 87百万ドル 米テネシー州発、ビル・ゲイツ支援の核融合発電炉開発

Convective Capital アメリカ 気候・エネルギー ファンド組成 85百万ドル 気候変動による災害への耐性強化に投資するファンドの運

Tem イギリス 気候・エネルギー 資金調達 75百万ドル AIで需給予測する電力取引マーケットプレイスの運営

中科清能科技 中国 気候・エネルギー 資金調達 73百万ドル 核融合・水素分野向け極低温技術の開発

DG Matrix アメリカ 気候・エネルギー 資金調達 60百万ドル データセンター向け電力分配用ソリッドステート変圧器の

SolarSquare インド 気候・エネルギー 資金調達 60百万ドル インドの住宅向け屋上太陽光発電システムの設置・運用サ

Moment Energy カナダ 循環／気候・エネルギー 資金調達 40百万ドル 使用済みEVバッテリーを再利用した蓄電システムの開発

Ever アメリカ 循環 資金調達 31百万ドル 中古EV専門のオンライン売買マーケットプレイスの運営

Superorganism アメリカ 自然・生物多様性 ファンド組成 25百万ドル 生物多様性関連スタートアップへの投資ファンドの運営

Zeno インドネシア 気候・エネルギー 資金調達 25百万ドル バッテリー交換式電動バイクの生産拡大・提供サービス

Critical Energy アメリカ 気候・エネルギー 資金調達 22百万ドル ロケットエンジン技術を転用した地熱発電所の開発・建設

Varaha インド 気候・エネルギー 資金調達 20百万ドル インドを拠点に南半球全域で炭素除去事業を展開・拡大

Photoncycle ノルウェー 気候・エネルギー 資金調達 16百万ドル 季節をまたいで家庭の電気を貯める蓄エネ技術の開発

Hauler Hero アメリカ 循環 資金調達 16百万ドル 廃棄物収集業者向けAI搭載業務管理ソフトウェアの開発

卓益得机器人 中国 ウェルビーイング 資金調達 15百万ドル 高齢者介護・見守り向け人型ロボットの開発

覚物科技 中国 食・農 資金調達 14百万ドル 農業用ロボットの開発・製造を行う中国企業

Apeiron Labs アメリカ 自然・生物多様性 資金調達 10百万ドル 自律型水中ロボットによる海洋データ収集システムの開発

零点聚能 中国 気候・エネルギー 資金調達 7百万ドル 低コスト核融合発電技術の研究開発

Another アメリカ 循環 資金調達 2百万ドル 小売事業者向けの余剰在庫販売支援サービスの開発・提供

SmartSolar ベトナム 気候・エネルギー 資金調達 1百万ドル ベトナムにおける太陽光発電エネルギー供給事業の展開

Amplicity シンガポール 気候・エネルギー 資金調達 1百万ドル シンガポールを拠点とする次世代バッテリー技術の開発

清陶 中国 気候・エネルギー IPO 未判明 全固体電池の研究開発と量産（香港上場へ）

世航智能 中国 自然・生物多様性 資金調達 未判明 船体清掃の海洋ロボット（2週間の作業を10時間に）

北京中科可藍新材料科技 中国 循環 資金調達 未判明 次世代の生分解性プラスチックの開発

純鋰新能源 中国 気候・エネルギー 資金調達 未判明 全固体電池の開発・製造

華喜航空 中国 気候・エネルギー 資金調達 未判明 水素ガスタービン×電池のハイブリッド電動垂直離着陸機

弓葉科技 中国 循環 資金調達 未判明 AIによる廃棄物の自動選別（リサイクルAI）

吉兆儲能 中国 気候・エネルギー 資金調達 未判明 液体金属電池による大型蓄電（MW級の実用化へ）

固体離子能源科技 中国 気候・エネルギー 資金調達 未判明 全固体電池の開発（量産ライン構築へ）

豊疆智能 中国 食・農 IPO 未判明 既存の農機を自動運転化する農業ロボット（香港IPOへ

蔚復来 中国 循環 資金調達 未判明 AIを使った廃棄物の再資源化
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R E G E N  R E P O R T 玄人の棚

数えなかった境界
今号で「保留」にした40件の名前です。人の「回復」なのか「拡張」なのか、わたしたちはまだ判定できてい

ません。異論歓迎。次号の宿題として置いておきます。

Whoop 吉美瑞生 Imperagen Hypershell 擎天租 Sygaldry 階梯医療 DeepWay 程天科技 OdyssLife 志青博材

Return Helper 瑞雲冷鏈 Clyx Tenza, Inc. 食気生化 博睿康 極殻科技 霍里思特 Smartz Wear Technology Pvt. Ltd.

傲意科技 Science Corp., Science Corp 山東未来機器人 智冉医療 BrainCo 潜行創新 Ruten Inc 珩創納米科技

BKR Capital Tortugas Neuroscience 格式塔科技 Kino Technologies Glydways GridBeyond 維新宇航 九識智能

零一汽車 Twinny Eight Sleep

記事が幅表記だった中国の 8社（金額なしで収載）

世航智能（海洋ロボ・数億元・Vertex主導）／弓葉科技（リサイクルAI・数億元）／固体離子能源（全固体電池・数億元）／吉

兆儲能（液体金属電池・数千万元）／中科可藍（生分解性プラ・数千万元）／純鋰新能源（全固体電池・数千万元）／蔚復

来（廃棄物AI・数千万元）／華喜航空（水素eVTOL・シード）

同社の複数行をまとめたもの

Inertia（同一ラウンドを2媒体が報道→1行）／X-energy（IPO申請8億ドル→確定10億ドルの1行）。

数字の再現

母数589行は同じ期間・同じ情報源で作った「GLOBAL STARTUP REPORT 2026 上半期」（松石圭介）と共通。そちらは

587件全部を金額順に並べた版、こちらは同じ記録に「再生」のレンズを当てた版です。
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R E G E N  R E P O R T 奥付

REGEN Report 2026 上半期
Global Startup Edition
発行　MQRI（一般社団法人）

編集長　松石圭介

発行　2026年9月

データ　2026年1月1日〜6月30日に観測した海外スタートアップ関連ニュース589件。判定・集計は編

集部。判定基準は3ページ。

シリーズ　REGEN Report は、企業・事業・地域・プロジェクトが人と自然の回復に対してどんな影響を

与えているかを、観測できた範囲で記録し、次の再生への関わり方を添える目録です。Startup Edition

（国内・2026年7月）に続く2冊目。

次号　2026年下半期号では、日本と世界を一冊に。Nature Positive／Human Positive の二つの面で

数え直します。

連絡　mqri.or.jp/regen-report

順位はつけない。これは、目録である。
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